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国際交流ラウンジ等における 
日本語学習支援者向け講座の実施状況調査結果概要 

2021年 3月  公益財団法人 横浜市国際交流協会（YOKE） 

 

【調査概要】 

１．目的 

「地域日本語教育の総合的な体制作り推進事業」において、今後

市域を対象に企画・実施する日本語教育人材の研修講座をより効

果的な内容にするため、すでに国際交流ラウンジ等の区域で実施さ

れている「日本語学習支援者向け講座」1の取り組みについて把握

するインタビュー調査を行った。 

 

 

２．調査の概要 

〇調査対象：国際交流ラウンジ９ラウンジ2（いずみ多文化共生コ

ーナーを除く）及び、横浜市内区役所２か所（泉区、磯子区3） 

〇実施期間：2020年 10月～11月 

○調査方法：日本語講座学習支援事業スタッフ（日本語部会長、講座担当者、日本語担当者など）へ

のヒアリングによる（訪問・オンライン含） 

〇調査内容：主に 2019年度に実施した、以下の講座に係るヒアリング 

・日本語ボランティア入門（養成）講座4 

・日本語ボランティアブラッシュアップ（スキルアップ）講座5 

○調査項目：研修の概要、研修の企画・運営・実施の状況、受講者の状況、取り組み成果、取り組み上の

課題、横浜市・YOKEに期待すること 

 

1  多くのラウンジでは「日本語学習支援者」を「日本語ボランティア」と呼んでいることから、本報告書では日本語ボランティアの呼称を

使用する。 

2 国際交流ラウンジ：横浜市が市内 11区に設置している、市内在住外国人支援、国際交流、多文化共生のための施設。市民活動団

体、NPO法人、公益財団法人などが運営し、多くの市民ボランティアが関わり、日本語教室、外国人住民との交流、外国人住民への

情報提供など、様々な活動を行っている。調査実施時（2020年 10，11月）のラウンジ数は、以下 10 ラウンジ（2021年 3月 7日

にみどり国際交流ラウンジがオープン）。 

青葉国際交流ラウンジ、ほどがや国際交流ラウンジ、港南国際交流ラウンジ、港北国際交流ラウンジ、金沢国際交流ラウンジ、都筑

多文化・青少年交流プラザ、なか国際交流ラウンジ、みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ、鶴見国際交流ラウンジ、いずみ多文化共

生コーナー 

YOKE と国際交流ラウンジは、国際交流ラウンジ協議会日本語分科会などを通じて、日ごろからの情報交換・連携を行っている。 

3 当協会の実施する個別訪問相談事業「まちのにほんご伴走隊」で実施した講座内容について、当協会担当職員が回答した。 

4 日本語ボランティア入門（養成）講座：日本語を外国の方に教えたい人のための講座。各ラウンジ等で開催されている。日本語ボランテ

ィアをしたい人は多く、毎年、多くの参加がある。日本人が普段何気なく使っている日本語を外国の方が学ぶ時に、どのように学んでいく

のか、そして、どのように教えるかを学ぶ。近年では、多文化共生のための日本語として、外国の方に分かるような、やさしい言い方などを

学ぶ講座も開催されている。 

5 日本語ボランティアブラッシュアップ講座：日本語ボランティアとして既に活動している人を対象とした、日本語を学ぶ外国の方に対しよ

りよい日本語支援を提供できるための知識や技術、考え方を学ぶ講座。日頃ボランティアをしている中で、教えることが難しい表現や言

葉などの教え方について取り上げた講座が、以前より多く見られる。入門講座と同様、近年では、文法や表現の教え方だけでなく、コミュ

ニケーションを中心とした内容の講座も多くなっている。 
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【調査結果】 

１.日本語ボランティア入門（養成）講座 

ほとんどのラウンジでは、新規ボランティアを増やすために、入門講座を開催している。内容は日本語ボラン

ティアの心得やコミュニケーションの取り方、日本語を教えるための知識や技術、コミュニケーションのためのや

さしい日本語など、ラウンジによってそれぞれであった。多くのラウンジでは、これまでの経緯を踏まえた講座企

画担当の意向や日本語部会の運営方針等を反映させて、内容が決められていた。 

ラウンジの日本語教室では、外国の方が生活に必要なコミュニケーションを取れるようになることを目的とし

た日本語学習支援活動を行っているが、入門講座では、それらの支援方法と併せて、日本語の文法や文型に

ついて学び、日本語を外国語として捉え直すことも重視していた。 

 

（１）開催有無および頻度：日本語ボランティア入門講座を「毎年開催している」のは８か所（ラウンジ）、「3，4

年に 1回」1か所（ラウンジ）、「随時」1か所（区役所）、不明 1か所（区役所）。 

（２）開催時期：開催時期は、ある程度決まっている。特に秋以降の開催が多い。 

（３）主催：「ラウンジ主催事業（区委託）」が７ラウンジ、「区主催」が２区役所。 

（４）実施回数：ラウンジにより異なるが、連続講座で５回から１０回の実施が多い。 

（５）対象者：広く一般市民が対象。条件に「受講後に区内でボランティア活動を行う（予定の）方」も。 

（６）募集人数： ２０人から３０人が多い。 

（７）参加費：区主催または区委託事業で開催の場合、無料と、講師料支払いのため受講料設定とがある。 

 

（８）講座開催目的：どのラウンジもボランティアが不足しており、入門講座開催によりボランティア確保をめざ

す。また、新しい考え方を取り入れた講座の受講者が、新規ボランティアとして既存の教室に入ること

で、教室に新しい風を入れ、活性化させることも目的との声があった。これは、長く活動しているボランテ

ィアが多く、日本語支援の方法や考え方が固定化しているとの問題意識による。 

（９）講座の内容：全ての回答者が、地域の日本語教室の目的は、外国人が生活に困らないように生活で使う

言葉を学ぶ場所であると述べた。多くのラウンジでは、日本語ボランティアには最低限の日本語の文法

等の知識が必須であると考え、講座の中心内容としていた。一部ラウンジでは、日本語ボランティアの

心得や外国の方とのコミュニケーションの取り方を取り上げている。 

（１０）講師の選定：ラウンジと長年関わりのある講師、地域日本語教室の状況を知っている講師に依頼するラ

ウンジが多い。講座終了後も講師と関わりを持ち続けるラウンジもある。ラウンジで活動している日本

語ボランティアが講師になっているケースもあった。 

 

（１１）取組成果：日本語ボランティアが増えたことにとどまらず、講座の企画実施を既存の日本語教室ボランテ

ィアと共に行うこと等を通した連携の深まりが、主な成果としてあげられていた。具体的な声は次のとお

り。 

・既存の日本語ボランティアも講座企画に関わることで、ラウンジと各教室のボランティアとの間のつながりができると同

時に、ボランティアの学びにもなっている。 

・講座の内容を講師と日本語ボランティアが共有することで、講座の内容と地域日本語教室での実際の活動内容との

間にあるギャップを埋めることができた。 

・入門講座受講者が講座実施中に教室見学に行ことで、受講後に教室活動に参加しやすくなった。 

・入門講座の内容が毎年統一。その入門講座の受講者がラウンジの日本語ボランティアとなっていることは、支援への

共通認識を持てるということであり、ラウンジにとっての強み。 

・地域に暮らす住民が入門講座を通し地域の多文化共生や日本語学習支援を知ることも実施の成果。 
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（１２）取組上の課題：新しいボランティアを既存の教室へつなげるにあたっての課題、また、それに対する工夫

も述べられた。具体的な声は次のとおり。 

・活動中のボランティアは文法や教え方の講座を希望する方も多いが、運営者としては多文化・コミュニケーションを

中心とした講座企画も必要と考えている。既存の教室に無理なくつなげるために、講座の内容は大幅に変えず、既

存の教室に自然な形で入れるようにしているラウンジもある。（同じ内容であるため、ボランティアの共通体験とな

る）。 

・新規の日本語ボランティアが無理なく活動を始められるように、活動にあたって新規ボランティアに配慮を行っている

教室が多い。例えば、日本語入門レベルの外国人住民を担当しない、ベテランのボランティアとペアになって困った

ことを聞けるようにする、教室全体でフォローするなど。 

・他の課題として、講座開催のための会場確保の困難、講座開催場所であるラウンジ・区役所と実際の活動場所が遠

い、など。 

 

（１３）教室につながった人数：数人から参加者全員に近い人数までと、ラウンジによりばらつき。既存の教室に

ボランティアとして入ることを前提に入門講座受講申し込みを受け付けるラウンジも。 

 

 

 

２.日本語ボランティアブラッシュアップ（スキルアップ）講座 

 どのラウンジでもブラッシュアップ講座企画・実施に、積極的に取り組んでいる様子が見られた。内容も活動

中のボランティアの要望を取り入れ、様々なテーマで講座を行っている。講師選定にあたっても、人気のある講

師に依頼したり、教室で使われているテキストの著者に依頼するなど工夫していた。毎年講座を企画実施して

いることから、講座の企画と開催に追われていると思われるケースもあった。内容は、基本的な地域日本語ボラ

ンティアとしての意義や役割の再確認よりも、日本語の教え方を学ぶ内容が多く見られた。 

 

（１）開催有無：「毎年開催」は９か所（ラウンジ）、「開催なし」が２か所（ラウンジ、区役所）。 

（２）開催時期：ラウンジにより様々。 

（３）主催：９ラウンジとも「区委託事業としてラウンジが主催」。 

（４）実施回数：全１回から５回まで、ラウンジによって異なる。 

Ex.「１回のみの単発開催として実施」「ボランティア経験の年数によりグループを分け、内容を変えて２回実施」「全２

回の講座を年３回実施（昼と夜で同じ内容を実施）」等。 

（５）対象者：多くは「講座開催のラウンジで活動するボランティア」。開催ラウンジ区内の地域日本語教室等で

活動している人や、同区内で今後活動することを条件としているラウンジも。広く一般市民を対象としてい

るのは１ラウンジだけ。 

（６）募集人数：ほとんどの講座が 20人～30人前後。 

（７）参加費：1団体（ラウンジ）のみ１回 200円。あとは参加費無料 

 

（８）講座開催目的：目的は複合的。 

Ex.教え方のスキルアップと同時に、新しい考え方―「教え方」ではなく多文化共生のための日本語学習支援という

「考え方」等―を学ぶことも含む講座を行い、教室に新しい風を入れることが目的。 

Ex.入門講座受講者のフォローアップを目的とした講座開催。 

（９）講座の内容：文法、漢字、教材やテキストの使い方、入門者への教え方、コミュニケーションなど、毎年、テー

マや内容は様々。ボランティアの希望をとり入れた講座の組み立て。一部ラウンジの講座では、多文化共
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生のための日本語支援やコミュニケーションが軸。 

どのラウンジも、ラウンジで活動している日本語ボランティアの意見を反映して講座を企画。日ごろ教え

ていて難しいと感じることや困っていることを勉強会で出し合い、講座の内容を決めるなどしていた。講座

企画担当者や日本語部会が中心となって決める場合にも、活動しているその他のボランティアと内容を共

有。以前の講座でのアンケート回答を企画内容に反映しているラウンジも。 

（１０）講師の選定：講座の内容により決定。 

 

（１１）取組成果：具体的な話は出なかったが、「どのような内容でもボランティアの学びになっている」「ボラン

ティアは学びたいという気持ちが強い」といったコメントあり。 

 

（１２）取組上の課題：ヒアリングでは次のような声が聞かれた。 

・講座で学んだ時には盛り上がるが、実際の教室の活動で生かされなかったり、その後定着しづらい。 

・経験の長いボランティアが講座に参加しないのが課題だ。経験の長いボランティアは、教え方やボランティアとしての心

構え等、自己完結しがちである。経験の長いボランティアにも今の時代にあった学習支援のあり方を学んで欲しい。 

・理念的な内容、例えば「多文化共生のための日本語学習支援」等の考え方を学ぶ講座等を企画すると、ボランティア

から「実際の教え方やスキルアップについての講座も開催してほしい」という意見も出るなど、さまざまなニーズがある。 

・2020 年度は新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、対面での教室が難しい。今後 ICT を活用した日本語学

習支援が必要だ。 

 

（１３）他機関との連携： 

Ex.みなみラウンジ：「ゴミ分別」資源循環局と連携。／「交通ルール」南警察署と連携。 

Ex.鶴見ラウンジ：「国民健康保険、年金制度」行政職員から学ぶ／「やさしい日本語」を考える。 
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３.全体を通して 

両講座に共通して「外国人当事者の講座への参加促進」、「YOKEに期待すること」の声が聞かれた。 

外国人当事者の講座への参加促進にはまず、地域日本語教室、ラウンジ日本語教室等で外国人住民がボ

ランティアとして活動しやすい環境である必要がある。しかし現状では、外国人当事者が日本語ボランティアと

しての活動を行うことについて消極的にとらえているラウンジが複数みられた。また実際に外国人当事者が日

本語ボランティアとして活動しているラウンジは少なかった。一方、外国人当事者が担い手となることへのポジテ

ィブな側面を評価しているラウンジや、今後の受入れを考えているラウンジも複数みられた。あるラウンジではす

でに活動を行ってもいた。 

YOKEへの期待としては大きくわけて、講座企画・開催にあたっての期待と、取組の基盤に関わる期待が見

られた。YOKEの持つ情報や人的資源（講座を依頼できる講師、市内外国人住民の状況や日本語学習ニー

ズ）、市内全域への呼びかけや後方支援、先進ニーズへの対応（市内関係者の集まる機会づくり、運営・企画

支援、運営者支援等）などである。 

 

 

 

【考察】 

今後、入門講座を企画実施していくにあたっては、既存の地域日本語教室の方針や支援内容を踏まえつつ、

時代に即した内容の講座を開催し、講座の受講者が地域日本語教室に参加していくことを通して、既存の教室

を活性化していくことも考えられる。例えば、YOKEが運営しているラウンジ（なかラウンジ等）での入門講座

は、やさしい日本語や、外国人と日本人との双方向のコミュニケーションを取るためにどのようなことが大切か

等、多文化共生のための日本語支援といった考え方を中心に置いた講座の構成となっている。入門講座を開

催する最も大きな理由は、多くのラウンジでボランティアの担い手不足解消のためであった。担い手を増やすた

めには地域住民の方に地域日本語教室の存在と、入門講座の開催が多く知られるように広報の工夫や、日本

語ボランティアが身近に感じられるような講座内容の工夫も考えられる。 

ブラッシュアップ講座の内容は日本語ボランティアの経験や思い、課題認識を中心に企画されているが、学

習者がどのような日本語支援の方法を望み、どういった日本語を学びたいのか、その視点が欠かせない。日本

語ボランティア活動を始めると、いろいろな課題やニーズが学習者とのやり取りを通して見えてくる。その解決の

ために、ブラッシュアップ講座を、日本語ボランティアと日本語学習経験者が一緒に企画していくといったアイデ

アも考えられる。 

いずれのラウンジも、講座企画が教室の役割を考えるきっかけとなったり、支援者同士が意見を出し合える場

となっているなど、そのプロセス自体にも意義があり、研修の一環となっていると実感した。  
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【 参考資料 】 

1．チラシ（入門講座）     7国際交流ラウンジ 

＜青葉国際交流ラウンジ（案内一部抜粋）＞    2020年度 
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＜港南国際交流ラウンジ＞   2019年度 
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＜港北国際交流ラウンジ＞   2019年度 
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＜都筑多文化・青少年交流プラザ＞   2018年度 
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＜なか国際交流ラウンジ＞   2019年度 
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＜みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ＞  2020年度 
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＜鶴見国際交流ラウンジ＞  2019年度  
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2．チラシ（ブラッシュアップ講座）    9国際交流ラウンジ 

＜青葉国際交流ラウンジ（案内一部抜粋）＞   2020年度 
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＜ほどがや国際交流ラウンジ＞   2019年度 
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＜港南国際交流ラウンジ＞   2019年度 
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＜港北国際交流ラウンジ＞ 2019年度 
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＜金沢国際交流ラウンジ＞   2019年度 
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＜なか国際交流ラウンジ＞   2019年度 
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＜みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ＞   2019年度 
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＜鶴見国際交流ラウンジ＞  2019年度 

 

鶴見国際交流ラウンジブラッシュアップ講座 2019年度 

第１回  初級を終えて～どうしていますか？中級への橋渡し～ 

第２回  漢字は唱えて覚える？～体験しよう・誰にでも取り組みやすい「ミチムラ式漢字学習法」～ 

第３回  外国につながる子どもの「夢」を支える日本語支援を考えようある若者の体験を通して～ 

第４回  日本語ボランティアが知っておきたい日本語能力試験（JLPT）の実際 

第５回  外国人住民の支援で知っておきたい国民健康保険・国民年金 のしくみと手続き 

～誰もが安心して横浜で暮らすために

 


